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■表紙の写真説明

９月号　目 次

２広報さつま３ 広報さつま

佐志小学校に約100本の

ひまわりの花が咲きました。

中には、高さ３ｍを超える

ものもあり、その大きさに

児童らは驚いていました。

　　　（撮影：７月31日）

佐志小のひまわり

２　さつま町夏まつり

６　保健師だより
　　かけがえのない命を大切に

８　特定健診　　

12　まちのニュース

11　敬老特集

23　お便りコーナー

25　誕生・おくやみ
　　１歳で～す

26　人・夢
　　休日在宅医・薬局

19　まちの歴史探訪

20　くらしの情報

　

８
月
４
日
、
さ
つ
ま
町
夏
ま
つ
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
東
京
か
ら
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
動
画
の
視
聴
者
参
加
型

イ
ベ
ン
ト
「
ニ
コ
ニ
コ
町
会
議
」
も
や

っ
て
き
て
、
会
場
は
若
者
を
中
心
に
大

勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
中
、

町
夏
ま
つ
り
の
様
子
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
生
中
継
で
全
国
に
発
信
さ
れ
、
当

日
は
20
万
人
を
超
え
る
ア
ク
セ
ス
が
あ

り
ま
し
た
。
薩
摩
西
郷
梅
や
黒
毛
和
牛

た
け
の
こ
丼
、
温
泉
や
ホ
タ
ル
舟
の
紹

介
な
ど
、
さ
つ
ま
町
の
魅
力
を
存
分
に

Ｐ
Ｒ
で
き
ま
し
た
。

　

ニ
コ
ニ
コ
町
会
議
が
さ
つ
ま
町
で

開
催
さ
れ
た
こ
と
で
、
今
ま
で
来
る

機
会
の
な
か
っ
た
方
に
も
訪
れ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後

も
た
く
さ
ん
の
方
に
お
越
し
い
た
だ

け
る
よ
う
、
町
を
盛
り
上
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

国
道
３
２
８
号
線
で
は
山
車
巡
行

や
パ
レ
ー
ド
に
続
き
、
こ
ど
も
神
輿

や
大
人
神
輿
が
威
勢
よ
く
練
り
歩
き

ま
し
た
。

　

手
踊
り
で
は
、
１
４
０
台
の
五
ッ

太
鼓
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
、
約
１
２

０
０
人
が
「
さ
つ
ま
町
民
音
頭
」
等

を
披
露
。
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。

　

宮
之
城
屋
地
・
虎
居
の
２
会
場
で

は
そ
れ
ぞ
れ
吹
奏
楽
や
ダ
ン
ス
等
の

発
表
が
あ
り
、
最
後
は
宮
之
城
橋
の

下
流
付
近
か
ら
花
火
が
打
ち
上
げ
ら

れ
、
大
盛
況
の
ま
つ
り
が
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。

テープカットの様子テープカットの様子

さつま町に黒毛和牛たけのこ丼を食べに「かも～ん！」

▲ はじめて食べる薩摩西郷梅に感動！

▼ 迫力ある大人神輿

▲ あっくいに追われて泣き叫ぶ子ども

ずぶ濡れでも笑顔いっぱいのこども神輿

▲

▲ 華やかな山車巡行

▲ ホタル舟を紹介

in さつま町in さつま町

ニコニコ町会議ニコニコ町会議
夏まつり夏まつり
大盛況!!大盛況!!

さつま町

「町に活気が戻れば」と

ニコニコ町会議に応募した

薩摩中央高校・谷口廣弥さん（右）
ひろみ



４５
▲ 五ッ太鼓のリズムに合わせて約1,200人が手踊り披露

さつまる写真館さつまる写真館

薩摩中央高校の生徒も参加薩摩中央高校の生徒も参加

▼ 楽しく踊り、まつりを盛り上げます ▲ ＡＬＴの２人も笑顔でＤＡＮＣＥ!

▲
　

▲ 不順な天候だったためビニールをかけてのねぶた運行▲ 宮之城吹奏楽団の演奏

▲ 鶴田幼稚園児によるきんぎょねぶた

歌手の
名越マミさん ▼

　

　　ねぶたを盛り上げた跳人（はねと）▲
　

子どもたちも上手に踊っていました子どもたちも上手に踊っていました

▲ 揃いの衣装の御婦人方

一
緒
に
踊
り
ま
し
ょ
う
♪

▲

ま
こ
て
よ
か

ま
こ
て
よ
か

熱
い
夏

熱
い
夏

▲ 薩摩中央高校吹奏楽部による演奏

▼ 薩摩中央高校ダンス部のパフォーマンス



年別自殺死亡率(人口10万人あたり） 人口動態統計年報より
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６広報さつま７ 広報さつま

　
平
成
16
年
か
ら
平
成
23
年
ま

で
の
自
殺
者
の
男
女
別
は
次
の

グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
あ
り
、
総

体
で
は
男
性
が
75
．
６
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

　
男
女
年
齢
別
自
殺
者
数
は
、
年
で
差
異

が
あ
り
ま
す
が
、
男
性
で
は
50
歳
代
が
最

も
多
く
、
女
性
で
は
70
歳
代
が
高
い
数
値

を
占
め
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
平
成
16
年
に
自
殺
者
数
が

16
人
を
数
え
た
た
め
、
平
成
18
年
度
か

ら
自
殺
予
防
対
策
に
取
り
組
み
、
自
殺

者
が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
平
成
22
年
か
ら
増
加
傾
向

に
転
じ
、
平
成
23
年
に
は
14
人
と
な
り
、

人
口
10
万
人
あ
た
り
で
は
県
内
で
も
高

い
数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、
さ
つ
ま
町
の
自
殺
者

数
等
の
実
態
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
あ

な
た
の
周
り
で
、
地
域
で
、
「
気
づ

き
・
傾
聴
・
つ
な
ぎ
・
見
守
り
」
に
つ

な
が
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
自
殺
は
多
く
の
場
合
、
病
気
な
ど
の

健
康
問
題
、
失
業
や
借
金
な
ど
の
経
済

問
題
、
介
護
・
看
病
疲
れ
な
ど
の
家
庭

問
題
な
ど
様
々
な
問
題
が
複
雑
に
絡
み

合
っ
て
い
ま
す
。
町
や
町
社
会
福
祉
協

議
会
で
は
こ
こ
ろ
の
健
康
や
経
済
問
題

な
ど
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
一
人
で
悩
ま
ず
、
家
族
だ
け
で
抱
え

込
ま
ず
、
ま
ず
は
一
度
、
相
談
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

　
自
殺
を
考
え
て
い
る
人
は
、
悩
み
を

抱
え
な
が
ら
も
サ
イ
ン
を
発
し
て
い
ま

す
。
身
近
な
人
が
気
づ
き
、
支
え
、
そ

し
て
つ
な
げ
る
こ
と
で
、
か
け
が
え
の

な
い
命
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
あ
な
た
の
ま
わ
り
を
見
回
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
力
で
救
え
る
い
の
ち
が
あ
り
ま
す
。

気
づ
く
…
家
族
や
仲
間
の
変
化
に
気
づ  

　
　
　
　
い
て
、
声
を
か
け
る

傾
　
聴
…
本
人
の
気
持
ち
を
尊
重
し
、

　
　
　
　
耳
を
傾
け
る

つ
な
ぐ
…
早
め
に
専
門
家
に
相
談
す
る

　
　
　
　
よ
う
に
促
す

見
守
り
・
支
え
る
…
温
か
く
寄
り
添

　
　 

い
な
が
ら
、
じ
っ
く
り
と
見
守
る

　
政
府
は
６
月
に
平
成
25
年
版
「
自
殺
対
策
白
書
」
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。  

　
平
成
24
年
の
全
国
の
自
殺
者
数
は
平
成
９
年
以
来
、
15
年
ぶ
り
に
３
万
人
を
下
回
っ

て
い
ま
す
。
「
国
や
自
治
体
な
ど
で
進
め
ら
れ
て
き
た
う
つ
病
患
者
や
多
重
債
務
者
へ

の
自
殺
予
防
策
が
一
定
の
成
果
を
あ
げ
た
」
と
分
析
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
20
歳
代
の
自
殺
死
亡
率
（
10
万
人
あ
た
り
）
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
若
年
層

へ
の
効
果
的
対
策
の
必
要
性
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　
鹿
児
島
県
の
自
殺
者
数
は
、
平
成
23
年
は
４
１
１
人
で
、
人
口
10
万
人
あ
た
り
で
は

全
国
で
13
番
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

H22

H23

H24

自
殺
者
の
状
況
（
男
女
別
）

男
女
年
齢
別
自
殺
者
数

か
け
が
え
の
な
い
命
を
大
切
に

～

さ
つ
ま
町
の

実
態
～

さ
つ
ま
町
の
自
殺
者
増
加
傾
向

H18年 H19年 H20年 H21年 H22年 H23年

さつま町　自殺者数(男女別)グラフ
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健康さつま21　こんにちは保健師です

９
月
10
日
～
16
日
は

『 

自
殺
予
防
週
間 

』

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
（
自
殺
予
防
対
策
）

一
人
で
悩
む
よ
り
、

　
　
　
ま
ず
相
談
を
！

自
殺
を
防
ぐ
た
め
に

いのちのネットワーク情報（各種相談窓口のご案内）

◎電話相談

◎面接相談

こころの健康・いのちに関する相談
　・こころの健康相談統一ダイヤル（内閣府）☎0570-064-556

　・川薩保健所　☎0996-23-3166

　　（こころの健康に関する相談・精神保健福祉に関する相談他）

　・鹿児島県精神保健福祉センター　☎099-218-4755

　　（こころの問題や病気で困っている方や家族の相談）

　・鹿児島県自殺予防情報センター　☎099-228-9558

　　（自殺を考えている方・自死遺族の方の相談）

　・こころ・つなぎの会（自死遺族会）　☎099-218-4755

　　（自死遺族の方の分かちあいの会）

　・こころの電話（県）　☎099-228-9566・099-228-9567

　　（精神的不安や心の悩みごとに関する相談）

　・いのちの電話（県）　☎099-250-7000

　　（悩みや不安のため、生きる力を失いかけている方々の相談）

　・さつま町健康増進課健康増進係　☎0996-53-1111

　・定例健康相談（町）…毎月第１・３火曜日、屋地楽習館、9：30～11：00

　・心配ごと相談（町社会福祉協議会）　☎0996-52-1123

　　①心配ごと相談所（毎週木曜日、ひまわり館、10：00～12：00）

　　②無料法律相談（弁護士による多重債務や近隣トラブルの悩み等に関する相談、月１回、要予約）

私
た
ち
に
で
き
る

　
　
　
自
殺
予
防
は

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
増
進
課
　
健
康
増
進
係

　
　
☎
（
53
）
１
１
１
１

　
（
内
線
２
１
４
３
・
２
１
４
４
）

相
談
を
受
け
た
人
も
一
人
で

抱
え
込
ま
ず
、
専
門
相
談
機

関
な
ど
と
と
も
に
、
見
守
り

支
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
ず
は
、

　
声
を
か
け
あ
う

　
　
こ
と
か
ら
始
め
て

　
　
　
　
み
ま
せ
ん
か
！



H20年度

％

H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度

特定健診受診率推移表

30

40

50

60

70

80

目標

実績

年　度

目標

実績

対象者数

受診率

受診者数

対前年比

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

45％ 50％ 55％ 60％ 65％ 70％

38.4％ 40.7％ 46.1％ 53.9％ 69.0％
※　　
46.3％

5,186人 4,880人 4,745人 4,661人 4,638人 4,743人

1,990人 1,986人 2,186人 2,510人 3,201人 2,198人

－ ４人減 200人増 324人増 691人増 －

平成20年度からの受診率

８広報さつま９ 広報さつま

Ａ
…
特
定
健
康
診
査
（
以
下
『
特
定
健

診
』
と
い
う
）
は
平
成
20
年
度
に
基
本
健

康
診
査
（
以
下
『
基
本
健
診
』
と
い
う
）

か
ら
変
更
に
な
っ
た
健
康
診
査
の
こ
と
で

す
。
以
前
行
っ
て
い
た
基
本
健
診
は
『
病

気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
』
を
目
的
と

し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
行
っ
て
い
る
特

定
健
診
は
『
生
活
習
慣
を
見
直
し
て
病
気

を
未
然
に
防
ぐ
』
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

特
定
健
診
で
主
に
目
安
と
し
て
い
る
の

が
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内

臓
脂
肪
症
候
群
）
で
す
。
内
臓
の
ま
わ
り

に
脂
肪
が
た
ま
り
す
ぎ
て
お
腹
ま
わ
り
が

太
く
な
っ
た
状
態
に
加
え
、
血
糖
・
血

圧
・
脂
質
の
数
値
に
異
常
が
あ
る
と
、
将

来
的
に
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
、
糖
尿
病
に

な
り
や
す
い
こ
と
が
研
究
で
わ
か
っ
て
い

ま
す
。

Ａ
…
被
保
険
者
の
皆
様
を
は
じ
め
、
各

区
・
公
民
会
役
員
や
健
康
づ
く
り
推
進
員

の
『
地
域
の
力
』
に
よ
り
平
成
24
年
度
は

69
．
０
％
と
い
う
高
い
受
診
率
を
達
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
平
成
23
年
度
の
数
値
で
比
較

す
る
と
、
県
平
均
36
．
1
%
を
大
き
く
上

回
り
、
十
島
村
の
76
．
3
％
に
続
い
て
県

内
で
２
番
目
に
高
い
受
診
率
で
す
。

（
平
成
24
年
度
に
つ
い
て
は
、
現
在
デ
ー
タ

を
集
計
中
の
た
め
比
較
で
き
ま
せ
ん
。
）

Ａ
…
次
の
方
法
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

①
登
録
医
療
機
関
で
の
個
別
健
診
…
11
月

末
ま
で
受
診
で
き
ま
す
。

　

登
録
医
療
機
関
は
、
受
診
券
と
一
緒
に

お
配
り
し
た
表
の
と
お
り
で
す
。
必
ず
事

前
に
予
約
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
受
診
の

際
は
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
受
診
券
と
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
が
必
要
で
す
。

※
受
診
券
や
登
録
医
療
機
関
一
覧
表
を
無

く
さ
れ
た
方
は
、
再
発
行
が
出
来
ま
す
の

で
健
康
増
進
課
保
険
係
へ
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

②
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
か
ら
の
検
査

結
果
の
情
報
提
供
…
別
途
、
情
報
提
供
用

紙
が
必
要
で
す
。
通
院
中
の
方
は
健
康
増

進
課
保
険
係
ま
た
は
、
か
か
り
つ
け
の
医

療
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

③
人
間
ド
ッ
ク
受
診
…
自
費
で
受
け
た
方

は
、
結
果
表
の
写
し
を
健
康
増
進
課
保
険

係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
人
間
ド
ッ
ク
助
成
事
業
を
受
け
ら
れ
た

方
は
、
結
果
表
の
提
出
は
不
要
で
す
。

④
職
場
で
健
診
…
勤
務
先
の
職
場
健
診
で

特
定
健
診
の
受
診
券
を
使
用
し
て
受
け
ら

れ
る
事
業
所
が
あ
り
ま
す
の
で
、
職
場
に

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

※８月26日現在の数値で、８月の個別健診分は含んでいません。

さ
つ
ま
町
の
受
診
率
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
？

問診・血圧測定の様子 受付前から長蛇の列です 採血の様子

宮之城屋地区

虎居区

特定健診

対象者数
受診者数 未受診者数

平成24年度 平成25年度

受診率
特定健診

対象者数
受診者数 未受診者数 受診率

699 394 305 56.4％ 714 221 493 31.0％

604 430 174 71.2％ 606 308 298 50.8％

83 57 26 68.7％ 82 39 43 47.6％

246 154 92 62.6％ 255 97 158 38.0％

47 38 9 80.9％ 45 19 26 42.2％

177 126 51 71.2％ 175 91 84 52.0％

241 193 48 80.1％ 244 130 114 53.3％

4,638 3,201 1,437 69.0％ 4,743 2,198 2,545 46.3％

29 12 17 41.4％ 28 0 28  0.0％

208 143 65 68.8％ 225 139 86 61.8％

345 259 86 75.1％ 345 154 191 44.6％

134 99 35 73.9％ 135 67 68 49.6％

283 186 97 65.7％ 293 130 163 44.4％

244 161 83 66.0％ 238 119 119 50.0％

221 146 75 66.1％ 231 100 131 43.3％

59 42 17 71.2％ 64 34 30 53.1％

86 79 7 91.9％ 86 53 33 61.6％

173 134 39 77.5％ 185 98 87 53.0％

110 92 18 83.6％ 114 65 49 57.0％

125 82 43 65.6％ 136 63 73 46.3％

285 217 68 76.1％ 303 152 151 50.2％

時吉区

船木区

柊野区

平川区

湯田区

佐志区

山崎区

久富木区

二渡区

白男川区

泊野区

鶴田区

神子区

柏原区

紫尾区

求名区

その他

239 157 82 65.7％ 239 119 120 49.8％永野区

中津川区

合　計

特定健診受診率向上を目指して

平
成
25
年
度
受
診
率

70
．
０
％
を
目
指
し
ま
す

（
目
標
…
65
％
）

【
平
成
24
年
度
受
診
率
69
．
０
％
】

目
標
達
成

Q2

特
定
健
康
診
査
っ
て

ど
ん
な
も
の
？

Q1
特
定
健
診
に
つ
い
て
の
　
　
　
　
　
に
お
答
え
し
ま
す

集
団
健
診
が
終
わ
っ

た
ら
、
も
う
受
診
で

き
な
い
の
？

Q3

各区の平成24年度の受診率と平成25年度の受診率の途中経過は次のとおりです。

●特定健診の対象者は、40歳から75歳未満の方で１年間国保に加入予定の方のため、

　平成25年度の対象者数は今後も変動があります。

疑
問

※８月26日現在の数値で、８月に受診された個別健診分等は含んでいません。

※平成24年度の各区の受診率は、目標達成褒賞金の受診率とは異なります。

受診率70％を目指して、更なる協力をお願いします。



長
寿
を
お
祝
い
し

　
　
敬
老
商
品
券
を
贈
呈

腹　　囲
40～64歳 65～74歳

喫煙歴
リスク要因

２つ以上該当
積極的支援

動機づけ支援

動機づけ支援

動機づけ支援

積極的支援

動機づけ支援

１つ該当

３つ該当

２つ該当

１つ該当

あり

なし

あり

なし

特定保健指導の対象

①血糖②脂質③血圧

男性85㎝以上

女性90㎝以上

腹囲が上記以

外でもＢＭＩ

が25以上

※BMIとは、身長からみた体重の割合を示す体格指数。
　「体重（kg）÷（身長（m）×身長（m））」

行動計画の実施状況の確認を行

い、目標の設定の見直しを行う。
健康状態や生活

習慣の確認

６か月後 ３か月以上の継続的な支援

初回面接(共通)

健診結果から今の生活習慣を

振り返り生活習慣改善の必要

性を理解したうえで、保健師

や管理栄養士のサポートを受

けながら実行できる行動目標

を立てます。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

該
当
の
方

積極的支援

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

予
備
群
の
方

動機づけ支援

※８月１日現在の住民基本台帳
　人口による

年齢区分
高齢者
数(人)

 男
(人)

 女
(人)

割合
(％)

65～69歳

70～79歳

80～89歳

90～99歳

100歳以上

合計

1,495 752 743

1,889

1,945

504

23

1,401

936

139

５

17.9

39.5

34.6

7.7

0.3

100

3,290

2,881

8,337 3,233 5,104

643

28

高
齢
者
の

　
年
代
別
内
訳

10広報さつま11 広報さつま

受
診
し
な
い
と

　
　
ど
う
な
る
の
？

Q4

特
定
健
診
受
診
後
の

「
特
定
保
健
指
導
」

っ
て
何
で
す
か
？

Q6

特
定
健
診
で
健
康
ポ

イ
ン
ト
シ
ー
ル
を
も

ら
え
る
ん
で
す
か
？

Q7

集
団
健
診
を
受
け
た
人

に
は
結
果
報
告
会
が
あ

り
ま
す
が
、
個
別
健
診

を
受
け
た
人
に
は
な
い

の
で
す
か
？

Q5

Ａ
…
①
健
診
は
あ
な
た
の
健
康
状
態

を
知
る
大
切
な
機
会
で
す
。

　

年
に
１
度
健
診
を
受
け
続
け
れ
ば
、
少

し
ず
つ
変
わ
っ
て
い
く
か
ら
だ
の
変
化
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
早
い
う
ち
に
生
活
習
慣
病
を
発

見
し
生
活
を
見
直
す
こ
と
で
、
脳
卒
中
や

心
筋
梗
塞
な
ど
の
重
篤
な
病
気
を
防
ぐ
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　

さ
つ
ま
町
の
介
護
認
定
を
受
け
ら
れ
た

方
の
主
要
な
病
気
の
第
１
位
は
脳
卒
中
で

す
。

　

健
診
を
受
診
し
て
、
元
気
で
長
生
き
の

人
生
を
手
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

②
受
診
率
が
国
民
健
康
保
険
税
の
税

率
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　

特
定
健
診
の
受
診
率
（
被
保
険
者
数
の

う
ち
、
受
診
さ
れ
た
方
の
割
合
）
は
、
国

か
ら
目
標
値
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の

目
標
を
達
成
し
な
い
場
合
に
は
後
期
高
齢

者
へ
の
支
援
金
が
加
算
さ
れ
る
た
め
、
国

民
健
康
保
険
の
税
率
に
影
響
を
及
ぼ
す
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。

③
区
公
民
館
へ
の
目
標
達
成
褒
賞
金

に
影
響
が
あ
り
ま
す
。

　

特
定
健
診
の
受
診
率
が
、
各
区
に
お
い

て
町
の
目
標
で
あ
る
70
％
を
達
成
で
き
な

い
場
合
は
、
褒
賞
金
５
万
円
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。
区
運
営
の
貴
重
な
財
源
と
な
り

ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

Ａ
…
個
別
健
診
受
診
者
を
対
象
者
と
し
た

「
得
ト
ク
健
康
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま

す
。
対
象
者
の
方
へ
は
別
途
通
知
し
ま

す
。

　　
Ａ
…
特
定
保
健
指
導
と
は
、
特
定
健
診
の

受
診
結
果
に
基
づ
き
、
保
健
師
、
管
理
栄

養
士
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
生
活
習
慣
を
改

善
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
こ
と
で
す
。
健
診

で
自
分
の
状
態
を
知
っ
て
も
、
生
活
習
慣

を
見
直
さ
な
け
れ
ば
健
診
を
受
け
た
意
味

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

健
診
結
果
に
よ
り
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
備
群
に
該
当
さ
れ
た
方

は
、
「
動
機
づ
け
支
援
」
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
該
当
さ
れ
た
方
は
、

「
積
極
的
支
援
」
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

特
定
保
健
指
導
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

（
左
図
・
下
イ
ラ
ス
ト
参
照
。
）

　

９
月
16
日
は
「
敬
老
の
日
」
で
す
。
ま

た
、
９
月
15
日
は
「
老
人
の
日
」
、
15
日

〜
21
日
ま
で
の
一
週
間
は
「
老
人
週
間
」

と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
目
的
で
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

■
「
敬
老
の
日
」

　

多
年
に
わ
た
り
社
会
に
尽
く
し
て
き
た

老
人
を
敬
愛
し
、
長
寿
を
祝
う
。

■
「
老
人
の
日
」
・
「
老
人
週
間
」

①
国
民
の
間
に
老
人
の
福
祉
へ
の
関
心
と

理
解
を
深
め
る
。

②
老
人
が
自
ら
の
生
活
の
向
上
に
努
め
る

意
欲
を
促
す
。

■
さ
つ
ま
町
の
高
齢
者
の
状
況

　

平
成
25
年
８
月
１
日
現
在
の
本
町
の
高

齢
化
率
は
35
．
５
％
で
、
町
民
の
約
３
人

に
１
人
が
高
齢
者
と
い
う
超
高
齢
社
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
22
年
度
国
勢
調
査

に
よ
る
全
国
及
び
鹿
児
島
県
の
高
齢
化
率

が
そ
れ
ぞ
れ
24
．
２
％
及
び
27
．
０
％
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
町
の
高
齢
化

率
は
非
常
に
高
い
と
い
え
ま
す
。

　

９
月
は
、
各
地
で
敬
老
行
事
が
開
催
さ

れ
ま
す
の
で
高
齢
者
の
生
活
を
家
族
の
み

な
ら
ず
、
地
域
の
方
々
も
一
体
と
な
っ
て

見
守
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
敬
老

の
日
、
老
人
の
日
、
老
人
週
間
を
機
会
に

地
域
で
も
高
齢
者
に
対
す
る
声
か
け
や
見

守
り
体
制
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
し

ょ
う
。

■
さ
つ
ま
町
の
長
寿
者
の
状
況

　

本
町
の
１
０
０
歳
以
上
の
長
寿
の
方
は
、

平
成
25
年
８
月
１
日
現
在
で
男
性
５
名
、

女
性
23
名
の
合
計
28
名
で
す
。
ま
た
、
25

年
度
中
に
１
０
０
歳
到
達
さ
れ
る
方
は
、

女
性
10
名
で
す
。

■
対
象
者

　

90
歳
（
大
正
11
年
９
月
２
日
か
ら
大
正

12
年
９
月
１
日
生
ま
れ
の
方
）
及
び
80
歳

（
昭
和
７
年
９
月
２
日
か
ら
昭
和
８
年
９

月
１
日
生
ま
れ
の
方
）
に
な
ら
れ
た
方

　

90
歳
到
達
１
５
３
人
、
80
歳
到
達
３
５

６
人
、合
計
5
0
9
人（
８
月
１
日
現
在
）

■
商
品
券
の
額

　

90
歳
に
な
ら
れ
た
方
へ
は
１
万
円

　

80
歳
に
な
ら
れ
た
方
へ
は
５
千
円

■
支
給
方
法 

　

各
地
区
で
開
催
さ
れ
る
敬
老
行
事
等
の

際
に
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
印
鑑
（
シ
ャ

チ
ハ
タ
印
は
不
可
）
を
持
参
さ
れ
、
お
受

け
取
り
く
だ
さ
い
。
本
人
が
参
加
で
き
な

い
場
合
は
、
代
理
受
領
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
商
品
券
の
利
用
に
つ
い
て
は
町

内
の
各
事
業
所
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、

一
部
利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁　

福
祉
課
高
齢
福
祉
係
（
内
線
2
1
３
１
）

　

鶴
田
支
所　

保
健
福
祉
係
（
内
線
４
１
１
４
）

　

薩
摩
支
所　

保
健
福
祉
係
（
内
線
６
１
２
３
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
増
進
課
　
保
険
係

　
☎
（
53
）
１
１
１
１
（
内
線
２
１
４
１
）

　川畑さんは、現在奥様と二人で仲良く生

活されています。日中は、新聞やテレビを

見て過ごされます。また、数十年来の趣味

である菊の盆栽の手入れが日課であり、大

切に育てていらっしゃいます。盆栽以外に

も身体の調子に合わせて庭の掃除をされる

など活動的です。

　長寿の秘訣を伺うと、「腹八分目の食事

を心掛け、自分の体調に合わせて身体を動

かすこと」と話されます。

　「自分で育てた菊の盆栽の成長を見るこ

とが楽しい」と話される川畑さん。趣味に

打ち込まれる姿は、凛々しく輝いていらっ

しゃいました。

　福山さんは、現在息子さん夫婦と生活され

ています。日中は、テレビで時代劇を見て過

ごされています。また、デイサービスに行き

ホットパックやリハビリを行っています。

　福山さんは野菜中心の食生活で健康に気を

つけ、朝食には果物を食べるように心掛けて

いらっしゃいます。また、毎日牛乳を飲み、

食後のお茶もかかさないで飲まれます。

　長寿の秘訣を伺うと、「数十年前からこだ

わりの梅干を食べていること」と話されま

す。

　日々の生活にこだわりをもち、生き生きと

過ごされている福山さんは、笑顔が輝いて素

敵でした。

Ａ
…
は
い
、
も
ら
え
ま
す
。

　
特
定
健
診

　
　
　
２
ポ
イ
ン
ト

　
結
果
報
告
会

　
　
　
２
ポ
イ
ン
ト

ポイントシール

見本見本

「
安
心
と
活
力
あ
る

　
　
　
　 

長
寿
社
会
」

長
寿
者
紹
介

長
寿
者
紹
介

み
ん
な
で
築
こ
う

特定健診受診率向上を目指して

日程場所内容

平
成
25
年
９
月
27
日
（
金
）

平
成
25
年
12
月
２
日
（
月
）

平
成
26
年
１
月
29
日
（
水
）

・
健
診
結
果
の
見
方
に
つ
い
て

・
健
康
劇(

女
優…

保
健
師
等
、
必
見)

・
個
別
相
談

・
血
圧
や
体
脂
肪
測
定
も
で
き
ま
す

宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー



のニュースちま人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち

永
野
金
山
夏
祭
り

・

ブ
ド
ウ

ナ
シ
の
収
穫
始
ま
る

水
辺
の
安
全
教
室

永
野
小

カ
ヌ
ー
体
験
会

親
子
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

町
特
産
品
大
人
気
!

第
９
回
関
西
か
ご
し
ま
フ
ァ
ン
デ
ー

さ
つ
ま
町
青
少
年

　
中
種
子
交
流
事
業
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さ
つ
ま
町
ブ
ド
ウ
振
興
会
（
福

岡
喜
一
郎
会
長　

会
員
９
名
）
と

さ
つ
ま
町
ナ
シ
振
興
会
（
藤
田
俊

郎
会
長　

会
員
14
名
）
の
収
穫
祭

が
7
月
26
日
と
８
月
１
日
行
わ
れ
、

平
成
25
年
産
ブ
ド
ウ
、
ナ
シ
の
収

穫
を
生
産
者
、
関
係
者
一
同
で
お

祝
い
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
招
待
さ
れ
た
旭
保
育
園
、

し
び
保
育
園
、
上
宮
保
育
園
の
園

児
も
収
穫
し
た
ブ
ド
ウ
や
ナ
シ
を

手
に
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

販
売
は
、
町
内
の
観
光
農
園
、

宅
配
の
ほ
か
、
各
直
売
所
で
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

さ
つ
ま
町
観
光
農
園
協
議
会

〔
事
務
局
〕
さ
つ
ま
町
役
場　

　
　

農
政
課　

農
産
園
芸
係

　
　

☎
（
53
）
１
１
１
１

  　
　
　

 

（
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線
２
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７
月
17
日
、
永
野
小
学
校
で

５
・
６
年
生
を
対
象
に
水
辺
の
安

全
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
ら
は
水
に
落
ち
て
し
ま
っ

た
こ
と
を
想
定
し
て
服
の
ま
ま
プ

ー
ル
に
入
り
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や

ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
身
近
な
も
の
を

使
っ
て
浮
い
て
助
け
を
待
つ
こ
と

な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
か
ら
は
、
「
溺

れ
た
と
き
は
あ
せ
ら
ず
い
ろ
ん
な

も
の
を
使
い
た
い
」
な
ど
の
感
想

が
あ
り
ま
し
た
。

　

７
月
27
日
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
で
、
さ
つ
ま
の
日
推
進
事
業

「
親
子
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
〜
カ
ヌ

ー
体
験
会
〜
」
が
開
催
さ
れ
、
８

家
族
18
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
町
Ｂ
＆
Ｇ
指
導
者
会

と
町
カ
ヌ
ー
協
会
の
方
々
の
指
導

の
も
と
、
カ
ヌ
ー
の
名
称
の
学
習

や
パ
ド
ル
の
漕
ぎ
方
な
ど
を
練
習

し
、
プ
ー
ル
に
カ
ヌ
ー
を
浮
か
べ

乗
艇
し
ま
し
た
。

　

な
か
な
か
ま
っ
す
ぐ
進
ま
ず
悪

戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、
最
後
に
は

思
い
思
い
に
漕
げ
る
ま
で
上
達
し
、

親
子
で
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
「
水
の
事
故
０
運

動
」
の
一
環
と
し
、
着
衣
水
泳
や

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
浮
遊
体
験
、
ラ
イ

フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
浮
遊
体
験
な
ど
、

親
子
で
楽
し
く
水
に
親
し
む
た
め

の
「
水
辺
の
安
全
教
室
」
も
同
時

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

８
月
４
日
、
関
西
鹿
児
島
県
人

会
総
連
合
会
（
稲
盛
和
夫
会
長
）

の
主
催
で
、
鹿
児
島
県
内
の
特
産

品
販
売
や
観
光
宣
伝
が
京
セ
ラ
ド

ー
ム
大
阪
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
約
３
万
１
千
人
が
来
場

し
、
買
い
物
や
試
食
を
楽
し
み
郷

土
に
思
い
を
は
せ
て
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
過
去
最
高
の
２
５
０
企

業
３
１
３
ブ
ー
ス
が
並
び
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
は
、
「
さ
つ
ま
町
観

光
特
産
品
協
会
」
「
軸
屋
酒
造

（
株
）
」
「
久
富
木
べ
っ
ぴ
ん
市

場
」
「
お
茶
の
山
口
園
」
が
出
店
、

11
人
が
参
加
し
、
関
西
さ
つ
ま
会

（
市
野
英
司
会
長
）
と

の
交
流
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
関
西
さ
つ
ま
会
か

ら
は
、
販
売
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
15
名
の
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鹿
児
島
県
出

身
歌
手
の
ス
テ
ー
ジ
や

舞
踊
な
ど
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

　

８
月
６
日
か
ら
８
日
の
３
日
間
、

中
種
子
町
の
青
少
年
が
さ
つ
ま
町

を
訪
問
し
、
様
々
な
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

　

中
種
子
町
か
ら
は
、
小
・
中
学

生
19
人
が
、
本
町
か
ら
は
、
小
学

生
33
人
が
参
加
し
、
永
野
金
山
遺

構
見
学
、
ブ
ド
ウ
狩
り
、
沢
登
り

体
験
、
鶴
田
ダ
ム
見
学
な
ど
、
さ

つ
ま
町
の
特
色
あ
る
様
々
な
体

験
・
交
流
活
動
を
し
な
が
ら
、
お

互
い
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
活
動
２
日
目
の
夜
に
は
、

戦
時
中
に
中
種
子
町
か
ら
本
町
へ

学
童
疎
開
が
行
わ
れ
た
当
時
の
様

子
を
知
る
中
原
政
行
さ
ん
（
平
川

区
）
よ
り
大
変
貴
重
な
お
話
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
活
動
を
通
し
て
団

体
行
動
の
あ
り
方
や
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
の
自
覚
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

こ
の
出
会
い
を
今
後
の
財
産
と
し
、

こ
れ
か
ら
も
両
町
の
交
流
の
架
け

橋
と
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

　

８
月
12
日
、
永
野
金
山
公
民
会

主
催
の
金
山
夏
祭
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

金
山
公
民
会
は
、
高
齢
化
率
65

％
以
上
の
地
域
で
す
が
、
胡
麻
目

坑
口
や
鉄
橋
橋
脚
跡
・
三
番
滝 

製
錬
所
跡
な
ど
た
く
さ
ん
の
近
代

化
産
業
遺
産
の
あ
る
さ
つ
ま
町
の

東
の
玄
関
口
で
す
。

　

こ
の
夏
祭
り
は
、
金
山
分
校
の

残
る
昭
和
40
年
代
か
ら
公
民
会
単

位
で
50
年
近
く
続
い
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
五
ッ
太
鼓
や
フ
ラ
ダ

ン
ス
、
舞
踊
、
屋
台
、
花
火
大
会

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

慣れないカヌーに悪戦苦闘

当日はカヌーの体験もありました

親子で楽しく過ごしました華麗なフラダンス

故郷を懐かしむたくさんの人で賑わいました

大人に持ち上げられてブドウ収穫

神
子
区
夏
祭
り

永野金山遺構見学（橋脚跡） 沢登り体験。川へダイブ！

ラ
ム
ネ
早
飲
み
競
争
。
さ
つ
ま
る

ち
ゃ
ん
も
見
守
り
ま
す
。

　

８
月
12
日
、
神
子
区
夏
祭
り

が
あ
び
〜
る
館
駐
車
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
幼
稚
園
・
保
育
園

児
に
よ
る
お
神
輿
パ
レ
ー
ド
や

鶴
田
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る

演
奏
、
高
校
生
に
よ
る
ダ
ン
ス

や
ラ
ム
ネ
早
飲
み
競
争
な
ど
が

ス
テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

家
族
や
友
人
の
晴
れ
舞
台
を
一

目
見
よ
う
と
、
会
場
に
は
多
く

の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
最
後
は

目
の
前
の
川
内
川
で
花
火
が
打

ち
上
げ
ら
れ
、
神
子
の
夜
空
を

彩
り
ま
し
た
。

ナシを収穫する園児ら

ご

ま

め

せ
い
れ
ん
じ
ょ
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開
催

読
書
指
導

　
研
修
会
を
開
催

学
校
職
員
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
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お
話
の
部
屋
ス
ペ
シ
ャ
ル
が
８

月
10
日
に
鶴
田
中
央
公
民
館
で
開

催
さ
れ
、
親
子
連
れ
や
保
育
園
児

な
ど
94
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん
も
登

場
し
、
入
口
で
参
加
者
を
出
迎
え

ま
し
た
。
さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん
も
一

緒
に
手
遊
び
歌
を
歌
っ
て
か
ら
、

夏
に
ち
な
ん
だ
内
容
の
絵
本
や
紙

芝
居
、
う
ち
わ
シ
ア
タ
ー
な
ど
を

楽
し
み
ま
し
た
。
参
加
し
た
子
ど

も
達
は
大
き
な
声
で
笑
っ
た
り
歌

っ
た
り
、
わ
く
わ
く
し
た
顔
で
お

話
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
今
回
は
、
ゲ
ス
ト
と
し
て

Ｆ
Ｍ
き
り
し
ま
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ

ィ
ー
澤
環
さ
ん
を
お
迎
え

し
、
歌
や
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
最
後
は
参
加
者
全

員
で
歌
を
歌
い
、
楽
し
い

雰
囲
気
の
中
終
了
し
ま
し

た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
本
に
親

し
む
こ
と
な
ど
を
目
的
と

し
て
、
町
の
図
書
館
（
室
）

で
は
年
３
回
「
お
話
の
部

屋
ス
ペ
シ
ャ
ル
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
次
回
は
12

月
に
、
屋
地
楽
習
館
で
開

催
す
る
予
定
で
す
。

　

　

８
月
１
日
、
こ
ど
も
図
書
館
え

ほ
ん
の
森
で
、
求
名
小
学
校
主
催

の
読
書
指
導
に
関
す
る
研
修
会
が

開
催
さ
れ
、
町
内
の
小
・
中
学
校

の
先
生
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
県
立
図
書
館
よ
り
講

師
を
招
き
、
１
冊
の
本
を
じ
っ
く

り
と
読
む
こ
と
の
大
切
さ
や
、
児

童
・
生
徒
が
手
に
取
っ
て
読
ん
で

み
た
く
な
る
よ
う
な
本
の
紹
介
の

し
か
た
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
先

生
方
は
、
児
童
・
生
徒
の
一
人
ひ

と
り
の
顔
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
に
読
ん
で
ほ
し
い
本
を

考
え
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

ま
た
、
先
生
方
が
大
切
な
人
と

の
思
い
出
の
詰
ま
っ
た
「
宝
本
」

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
記
入
す
る
時
間

も
あ
り
、
記
入
後
は
そ
の
本
に
県

立
図
書
館
が
用
意
し
た
金
色
の

「
宝
本
」
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
い

ま
し
た
。

　

８
月
７
日
、
学
校
職
員
を
対
象

に
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
実

施
さ
れ
、
22
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
本
町
の
転
入
職
員
を

中
心
に
町
内
の
史
跡
、
施
設
、
企

業
等
を
訪
問
し
、
歴
史
・
自
然
・

産
業
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
で
学
校
で
の
指
導
の
充
実
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
日
本
特
殊
陶
業
株
式

会
社
や
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
、
鶴

田
ダ
ム
な
ど
を
見
学
し
、
先
生
方

は
カ
メ
ラ
や
メ
モ
帳
を
手
に
熱
心

に
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

読み聞かせの様子

鶴
田
ダ
ム
堤
体
内
の
見
学
の
様
子

さつまるちゃんも一緒に手遊び歌を歌いました！

　
７
月
30
日
、
宮
之
城
屋
内
温
泉
プ
ー
ル
で
第
８
回
小
学
校
水
泳
記
録
会
が
開
催
さ
れ
、

町
内
14
小
学
校
か
ら
５
・
６
年
生
２
１
５
人
の
選
手
が
出
場
し
ま
し
た
。
選
手
た
ち
は
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、
３
種
目
で
大
会
新
記
録
が
樹
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
競
技
24
種
目
の
１
位
と
大
会
新
記
録
は
次
の
と
お
り
で
す
。

新：大会新記録、タ：大会タイ記録

大
切
な
一
冊
が
「
宝
本
」
に
な
り
ま
し
た

ゲストの澤環さん

第
８
回 

町
小
学
校
水
泳
記
録
会

第
８
回 

町
小
学
校
水
泳
記
録
会

３
種
目
で
大
会
新
記
録

３
種
目
で
大
会
新
記
録

お話の部屋開催中！

・こども図書館
　　第１・３土曜日
・屋地楽習館図書室
　　第２・４土曜日

★午前10時30分～
　読み聞かせやビデオシアター

　　　　　　　　　　　など

お
話
の
部
屋

 

　
ス
ペ
シ
ャ
ル

お
話
の
部
屋

　 

ス
ペ
シ
ャ
ル

ショールームにおいて製造工程の説明
（日本特殊陶業株式会社）

種　　目

男子

女子

女子

男子

女子

男子

男子

女子

男子

女子

男子

女子

男子

女子

男子

女子

男子

女子

女子

男子

紫尾

求名

盈進

盈進

盈進

求名

紫尾

山崎

佐志

山崎

泊野

佐志

紫尾

佐志

紫尾

鶴田

柏原

山崎

求名

永野

佐志

38秒３

41秒４

新　　52秒１

56秒４

58秒０

48秒５

新　　43秒５

37秒０

38秒６

49秒３

56秒２

46秒５

48秒５

49秒５

48秒１

新１分23秒５

１分40秒７

１分48秒５

３分48秒７

２分17秒１

３分05秒３

50ｍ自由形

50ｍ自由形 増穗　真二

狩宿　綾華

田中　裕大

南園　愛心

狩宿　綾華

増穗　真二

池田　龍星

中山　きらり

中島　太陽

川平　成香

原之薗　大輝

舟倉　朱梨

山下　晏門

舟倉　朱梨

栗牧　雅樂

中村　優花

中島　太陽

森山　陽世

狩宿　綾華

原之薗大輝、小西毅瑠

山下晏門、豊増満

高木優歌、松田京華

中山きらり、伊地知未来

福原泰成、祝迫駿輔

山下琢人、池田龍星

中村優花、福元真奈  

綾園由衣、指宿玲那

100ｍ自由形

100ｍ自由形

50ｍ平泳ぎ

50ｍ平泳ぎ

100ｍ平泳ぎ

100ｍ平泳ぎ

200ｍ個人メドレー

200ｍメドレーリレー

50ｍ背泳ぎ

50ｍ背泳ぎ

50ｍバタフライ

50ｍ自由形

50ｍ自由形

50ｍ平泳ぎ

50ｍ平泳ぎ

50ｍ背泳ぎ

50ｍ背泳ぎ

50ｍバタフライ

50ｍバタフライ

男子
盈進 新　　52秒９沖田　慎之介50ｍ平泳ぎ

盈進 新　　48秒４栗須　隆輝50ｍバタフライ

５
年

６
年

５
・
６
年

学校名 タイム氏名（敬称略）

女子 佐志 ３分42秒７200ｍメドレーリレー

男子 山崎 タ２分40秒７200ｍフリーリレー

女子 柏原 ３分03秒１200ｍフリーリレー

さ
わ
た
ま
き
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町
高
校
生
ク
ラ
ブ

樟
南
野
球
部
を

　
　
　
　
激
励
！

「
先
輩
と
語
る
会
」

イ
ン
タ
ー
ハ
イ

　
　 

出
場
激
励

薩
摩
中
央
・
坂
井
さ
ん

県
知
事
へ
要
望

北
薩
広
域
公
園
　

　
　
　 

の
整
備
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７
月
30
日
、
樟
南
高
校
野
球
部

寮
の
食
堂
で
、
料
飲
業
組
合
さ
つ

ま
支
部
の
皆
さ
ん
が
「
黒
毛
和
牛

た
け
の
こ
丼
」
を
、
野
球
部
員
に

振
る
舞
い
ま
し
た
。

　

野
球
部
の
山
之
口
監
督
は
本
町

の
出
身
（
紫
尾
）
で
あ
り
、
ま
た
、

７
年
前
の
さ
つ
ま
町
豪
雨
災
害
時

に
樟
南
高
校
野
球
部
の
監
督
、
コ

ー
チ
、
選
手
た
ち
38
人
が
復
旧
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
頂
き
ま

し
た
。
そ
の
縁
で
今
回
、
さ
つ
ま

町
と
県
料
飲
業
生
活
衛
生
同
業
組

合
さ
つ
ま
支
部
が
当
時
の
お
礼
も

兼
ね
、
甲
子
園
出
場
の
激
励
を
行

い
ま
し
た
。

　

選
手
た
ち
の
夏
バ
テ
防
止
の
た

め
、
日
髙
町
長
か
ら
特
産
品
の

「
薩
摩
西
郷
梅
」
や
「
紫
尾
温
泉

水
」
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

梅
雨
明
け
の
７
月
、
新
庁
舎
建

設
は
、
３
階
の
床
部
分
ま
で
コ
ン

ク
リ
ー
ト
打
設
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
新
庁
舎
を
覆
う
足
場
も

現
本
庁
舎
の
屋
上
と
同
じ
く
ら
い

の
高
さ
に
な
り
ま
し
た
。

　

７
月
18
日
、
３
階
の
外
壁
で
は
、

一
部
に
Ｐ
Ｃ
Ｆ
版
の
取
り
付
け
が

行
わ
れ
、
そ
の
様
子
を
県
建
築
士

会
川
薩
支
部
（
野
元
善
文
支
部

長
）
が
見
学
し
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｃ
Ｆ
版
は
、
工
場
で
あ
ら
か

じ
め
製
品
を
作
成
し
た
後
、
現
場

へ
運
搬
し
設
置
す
る
工
法
で
、
な

か
な
か
見
る
機
会
が
な
い
そ
う
で

す
。

　

部
会
員
は
、
取
り
付
け
方
法
や

外
壁
の
状
態
な
ど
熱
心
に
聞
い
て

い
ま
し
た
。

　

７
月
末
ま
で
の
出
来
高
は
24
．

87
％
（
計
画
比
△
０
．
53
）
で
す
。

　

７
月
23
日
、
県
庁
知
事
室
に
お

い
て
、
北
薩
広
域
公
園
の
歴
史
ゾ

ー
ン
に
お
け
る
虎
居
城
の
遺
構
と

川
内
川
の
急
流
、
景
観
を
活
か
し

た
展
望
所
・
吊
橋
等
の
整
備
、
テ

ー
マ
ゾ
ー
ン
の
多
目
的
ス
テ
ー
ジ

の
整
備
な
ど
に
つ
い
て
、
日
髙
町

長
が
舟
倉
議
会
議
長
・
井
上
県
議

と
共
に
伊
藤
知
事
に
要
望
を
行
い

ま
し
た
。

　

本
年
度
か
ら
歴
史
ゾ
ー
ン
の
基

本
設
計
と
テ
ー
マ
ゾ
ー
ン
の
整
備

工
事
が
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
全

体
的
な
施
設
整
備
は
も
と
よ
り
、

さ
つ
ま
町
と
し
て
の
魅
力
と
利
便

性
の
あ
る
公
園
づ
く
り
を
要
望
し

ま
し
た
。

　

７
月
29
日
、
薩
摩
中
央
高
等
学

校
振
興
対
策
協
議
会
（
会
長
日
髙

町
長
）
は
、
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
を
果

た
し
た
薩
摩
中
央
高
校
の
坂
井
竜

二
さ
ん
（
紫
尾
）
の
激
励
式
を
行

い
ま
し
た
。

　

式
に
先
立
ち
激
励
の
品
と
し
て
、

町
特
産
の
「
薩
摩
西
郷
梅
」
と
町

の
看
板
メ
ニ
ュ
ー
「
黒
毛
和
牛
た

け
の
こ
丼
」
の
セ
ッ
ト
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

　

日
髙
町
長
は
「
高
い
目
標
に
向

か
っ
て
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
く
だ

さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。
坂
井

さ
ん
は
、
「
ま
ず
は
自
分
の
目
標

に
向
か
っ
て
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
た

い
。
応
援
お
願
い
し
ま
す
」
と
力

強
く
応
え
、
競
技
の
「
ス
ナ
ッ

チ
」
「
ク
リ
ー
ン
＆
ジ
ャ
ー
ク
」

も
身
振
り
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
８
月
４
日
長
崎
県
諫

早
農
業
高
校
第
１
体
育
館
で
あ
り
、

ス
ナ
ッ
チ
78
㎏
、
ジ
ャ
ー
ク
90
㎏

の
計
1
6
8
㎏
で
64
位
で
し
た
。

　

坂
井
さ
ん
は
「
思
い
通
り
の
力

が
出
せ
ず
悔
し
い
。
こ
の
悔
し
さ

を
バ
ネ
に
練
習
し
、
来
年
は
８
位

入
賞
を
目
指
し
た
い
」
と
力
を
込

め
て
話
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

８
月
10
日
の
『
道
の
日
』
を

前
に
、
８
月
９
日
、
町
内
各
所

の
町
道
な
ど
で
清
掃
作
業
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

さ
つ
ま
町
建
友
会
会
員
の
方

々
や
町
議
会
議
員
・
町
職
員
な

ど
約
２
７
０
人
が
参
加
し
、
道

路
沿
い
の
除
草
・
伐
採
な
ど
の

作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　
　

　

通
勤
・
通
学
等
で
利
用
す
る

町
道
の
見
通
し
が
良
く
な
り
、

安
全
で
き
れ
い
な
道
路
に
な
り

ま
し
た
。

先輩といろんな話ができました

競技日程・会場（さつま町からの選手出場関係分）

　第67回県民体育大会が主に９月14日(土)・15日(日)の２日間、

鹿児島市を中心に県下９市４町の各会場で開催されます。本町か

らも115人が川薩地区代表の監督・選手として18競技に出場予定で

す。川薩地区内で開催される競技は、さつま町（かぐや姫グラウ

ンド)のラグビーフットボール、薩摩川内市の陸上競技、弓道、ホ

ッケーです。各地での熱戦に皆様の応援をよろしくお願いします。

　

８
月
11
日
、
町
高
校
生
ク
ラ
ブ

で
は
、
就
職
や
進
学
に
つ
い
て
先

輩
方
と
語
る
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
就
職
１
年
か
ら
３
年

程
度
の
福
祉
職
や
製
造
職
、
公
務

員
の
社
会
人
、
大
学
生
を
招
き
、

仕
事
の
内
容
や
受
験
勉
強
の
仕
方

な
ど
色
々
な
質
問
が
あ
り
、
日
頃

抱
え
て
い
て
い
る
悩
み
や
不
安
の

解
消
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
「
先
輩
方
の

生
の
声
を
聴
く
こ
と
が
で
き
、
自

分
の
進
路
の
参
考
に
な
り
ま
し

た
」
と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

要望活動を行う日髙町長

激励を受けた坂井竜二さん（左から２人目）

道路がきれいになりました

おかわり続出でした

好評だった黒毛和牛たけのこ丼

外壁を見ながら質問する部会員

《
現
場
だ
よ
り
》

⑥

新
庁
舎
建
設
事
業

お問い合わせ先　社会教育課　スポーツ振興係　☎52-1888

競技種目

ラグビー

水　泳

卓　球

軟式野球

バドミントン

ゲートボール

剣　道

ゴルフ

バレーボール

弓道（遠的）

弓道（近的）

陸上競技

銃剣道

バスケットボール

カヌー

少林寺拳法

ホッケー

クレー射撃

ボート

会　　　場

かぐや姫グラウンド

鴨池公園水泳プール

松元平野岡体育館

県立鴨池・鴨池市民球場

桜島総合体育館

ふれあいスポーツランド

伊集院総合体育館

南九州カントリークラブ

指宿総合体育館

サンアリーナせんだい

薩摩川内市総合運動公園

溝辺体育館

蒲生中学校体育館ほか

根占雄川特設会場

県総合体育センター

樋脇屋外人工芝競技場

加治木クレー射撃場

大隅湖ボートコース

所在地

さつま町

鹿児島市

鹿児島市

鹿児島市

鹿児島市

鹿児島市

日置市

日置市

指宿市

薩摩川内市

薩摩川内市

霧島市

姶良市

南大隅町

鹿児島市

薩摩川内市

鹿屋市

　　９月

9月13日（金）

9月22日（日）

14日(土) 15日(日)

○

○

○

○○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

姶良市○

○

第67回 県民体育大会
が開催されます

『
道
の
日
』
道
路
清
掃
作
業
を
実
施

毎
月
第
３
土
曜
日
は

「
青
少
年
育
成
の
日
」

毎
月
第
３
日
曜
日
は

　
　
　

「
家
庭
の
日
」

さつまの日



のニュースちま人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち

復
興
支
援
映
画
上
映

南
日
本
放
送
よ
り

　
　  

感
謝
状
贈
呈

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
で
１
５
０
０
人
来
町
！

よかとこ再発見よかとこ再発見

ま
ち
の
歴
史
探
訪
⑨
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さ
つ
ま
町
の
夏
の
風
物
詩
と
な

っ
て
い
る
「
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
」
が

夏
休
み
期
間
中
町
内
各
地
で
行
わ

れ
、
県
内
を
は
じ
め
九
州
管
内
、

沖
縄
、
四
国
か
ら
小
・
中
・
高
校

生
約
１
５
０
０
人
が
本
町
を
訪
れ

ま
し
た
。 

　

長
い
歴
史
と
伝
統
が
あ
る
高
校

ラ
グ
ビ
ー
合
宿
は
８
月
７
日
〜
15

日
の
間
か
ぐ
や
姫
グ
ラ
ウ
ン
ド
等

で
行
わ
れ
、
遠
く
は
愛
媛
県
、
沖

縄
県
か
ら
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
ラ
グ
ビ
ー
合
宿
は
例
年
、
各
県

の
強
豪
校
が
集
う
こ
と
で
充
実
し

た
合
宿
が
行
え
る
こ
と
や
、
管
理

の
行
き
届
い
た
天
然
芝
３

面
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
プ
レ

ー
で
き
る
こ
と
か
ら
参
加

者
か
ら
大
変
好
評
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。 

　

ま
た
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

競
技
で
は
、
16
年
目
を
迎

え
た
高
校
男
子
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
合
宿
が
８
月
９
日
〜

12
日
、
25
回
目
を
迎
え
た

中
学
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
合
宿
が
８
月
26
日
〜
28

日
に
か
け
て
宮
之
城
総
合

体
育
館
等
で
行
わ
れ
、
県

内
の
42
校
約
６
０
０
人
が

練
習
試
合
等
で
汗
を
流
し

ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
サ
ッ
カ
ー
、

管
弦
楽
、
剣
道
等
の
合
宿
も
行
わ

れ
ま
し
た
。 

　

本
町
で
は
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

タ
ウ
ン
さ
つ
ま
推
進
協
議
会
を
組

織
し
、
温
泉
旅
館
組
合
や
各
競
技

団
体
、
商
工
会
弁
当
部
会
等
と
連

携
し
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘
致
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
平
成
24
年
度

の
県
外
か
ら
の
合
宿
延
べ
人
数
の

実
績
（
Ｉ
Ｇ
Ｒ
京
セ
ラ
を
含
む
）

は
、
１
１
，
０
９
２
人
と
な
っ
て

お
り
、
県
内
で
第
４
位
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

平
成
25
年
３
月
８
・
９
日
に
上

映
さ
れ
ま
し
た
東
日
本
大
震
災
復

興
支
援
映
画
「
エ
ク
レ
ー
ル
・
お

菓
子
放
浪
記
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
町
で
は
１
，
０
０
０
人
を
超
え

る
方
に
鑑
賞
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
上
映
に
対
す
る
取
り
組
み

に
対
し
ま
し
て
、
南
日
本
放
送
よ

り
８
月
12
日
、
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。
県
内
で
は
、
19
市
町

で
上
映
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

ＭＢＣ田上報道局長（左）と日髙町長

Hajimemashite!  My name is Mariah 
Cavallaro and I am the new ALT.  I 
am extremely excited to be here in 
Satsuma Town!  I am from California 

in the United States，and I have a mother，father and two sisters 
there.  I am 22 years old and have a bachelors degree in History and 
Social Sciences. I love to dance and have studied classic ballet for 15 
years. I enjoy jogging in my free time and am excited to get involved 
in many local activities.  I have already enjoyed everyday spent in this 
beautiful area，including the wonderful summer festival.  I danced at 
the festival，enjoyed watching the amazing fireworks，and ate deli-
cious food.  I hope to have a successful year working with the local 
students and teachers in English education here in Satsuma Town!

　初めまして！私は新しいＡＬＴで、

名前はマライア・カバラロです。私は

さつま町に来れてとても嬉しいです！ 

私はアメリカ合衆国のカリフォルニア

の出身で、父と母、２人の姉妹がいま

す。年齢は22歳で、歴史と社会科を教

える免許（資格）を持っています。私

は、踊ることが好きで、15年間クラシ

ックバレエを習っていました。

　時間がある時はジョギングをし、そ

して、多くの地域活動に参加したいで

す。私は（夏まつりなど）この素晴ら

しい町で過ごす日々を楽しんでいます。

夏まつりで踊って、きれいな花火を見

て楽しみ、おいしい物を食べました。

私は、ここさつま町で、英語教育を地

域の子どもたちや先生方と一緒に頑張

りたいです！

高校ラグビー合宿のようす

マライア先生

　
「
太
閤
陣
跡
」
は
、
旧
国
鉄
鶴
田
駅
の
南

の
丘
の
頂
部
に
所
在
し
、
豊
臣
秀
吉
が
島

津
征
伐
の
と
き
に
滞
在
し
た
場
所
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
歴
史
的
価
値
か
ら
、
町

指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

薩
摩
島
津
氏
は
、
天
正
五
年
（
一
五
七

七
）
に
は
三
州
統
一
を
終
え
、
天
正
十
四

年
（
一
五
八
六
）
頃
ま
で
に
は
ほ
ぼ
九
州

を
制
覇
し
て
い
ま
す
。
織
田
信
長
の
死
後
、

そ
の
跡
目
を
継
い
だ
豊
臣
秀
吉
は
、
着
々

と
天
下
統
一
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
天

下
統
一
を
は
か
る
た
め
の
大
事
業
は
、
島

津
氏
討
伐
の
西
国
平
定
で
し
た
。
そ
の
た

め
、
関
白
秀
吉
は
天
正
十
五
年
（
一
五
八

七
）
三
月
一
日
に
大
坂
を
出
発
し
、
五
月

八
日
に
は
薩
摩
国
主
島
津
義
久
を
泰
平
寺

で
拝
謁
し
、
五
月
二
十
六
日
に
は
島
津
家

臣
新
納
忠
元
を
曽
木
関
白
陣
で
拝
謁
し
て
、

九
州
征
伐
の
終
結
を
み
ま
し
た
。
そ
の
秀

吉
軍
は
約
二
十
万
と
伝
え
ら
れ
、
出
発
か

ら
約
五
ヶ
月
を
要
し
、
七
月
十
四
日
に
大

坂
に
帰
着
し
ま
し
た
。

　

島
津
氏
征
伐
は
、
国
主
島
津
義
久
の
拝

謁
で
一
応
の
決
着
を
み
ま
し
た
が
、
宮
之

城
の
島
津
歳
久
と
大
口
の
新
納
忠
元
に
不

穏
の
動
き
が
あ
り
、
川
内
川
を
北
上
し
て

五
月
二
十
一
日
夕
刻
、
九
尾
（
鉾
之
尾
）

に
入
り
広
段
（
太
閤
ヶ
丘
）
に
野
営
し
、

佐
志
を
通
り
、
鶴
田
の
太
閤
陣
（
鳶
ノ
巣

陣
）
に
二
十
二
日
か
ら
四
日
間
滞
在
し
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

太
閤
陣
（
鳶
ノ
巣
陣
）
跡
の
山
頂
に
は

享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
に
建
立
さ
れ
た

石
碑
が
あ
り
、
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八

七
）
の
「
秀
吉
通
過
四
百
年
記
念
」
の
石

碑
も
あ
り
ま
す
。

　

薩
摩
関
白
道
調
査
研
究
会
で
は
、
平
成

二
十
一
年
か
ら
秀
吉
軍
の
築
い
た
陣
城
跡

や
通
過
し
た
道
を
地
元
の
方
々
の
協
力
を

得
な
が
ら
探
索
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
二

十
五
年
四
月
か
ら
は
鶴
田
の
太
閤
陣
（
鳶

ノ
巣
陣
）
跡
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

毎
週
土
曜
日
、
太
閤
陣
城
跡
と
考
え
ら
れ

る
範
囲
の
伐
採
作
業
を
行
い
、
陣
城
跡
を

測
量
し
て
記
録
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
、
陣

城
跡
の
約
半
分
程
の
調
査
が
進
み
ま
し
た

が
、
丘
の
裾
部
ま
で
広
い
範
囲
に
当
時
の

陣
城
跡
の
痕
跡
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

記
念
碑
の
あ
る
山
頂
に
は
関
白
秀
吉
が
陣

し
た
と
思
え
る
主
郭
が
あ
り
、
下
段
に
向

か
っ
て
主
郭
を
取
り

囲
む
よ
う
に
段
々
に

帯
曲
輪
が
あ
り
、
ま

た
、
最
下
段
に
は
広

い
曲
輪
も
存
在
し
て

い
る
よ
う
で
す
。
下

段
か
ら
上
方
の
主
郭

へ
の
登
道
な
ど
も
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
場
所

を
「
太
閤
陣
跡
」
と

呼
ん
で
い
ま
す
が
、

秀
吉
が
鶴
田
に
来
た

時
は
関
白
職
で
、
太

閤
職
に
就
い
た
の
は
、
そ
の
五
年
後
で
す
。

約
二
百
年
後
に
書
か
れ
た
た
め
か
、
山
頂

に
建
立
さ
れ
た
石
碑
（
享
和
二
年
）
に
は

「
大
閤
陣
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
本

来
は
「
関
白
陣
」
、
あ
る
い
は
「
鳶
ノ
巣

陣
」
と
呼
ぶ
べ
き
で
し
ょ
う
。

　

太
閤
陣
（
鳶
ノ
巣
陣
）
跡
の
調
査
は
既

に
十
四
回
目
（
八
月
十
七
日
現
在
）
を
数

え
ま
す
。
さ
つ
ま
町
教
育
委
員
会
や
鶴
田

区
長
さ
ん
を
は
じ
め
、
地
元
の
有
志
の

方
々
の
協
力
で
現
在
も
行
っ
て
い
ま
す
。

※　

今
回
紹
介
し
た
内
容
は
、
「
薩
摩
関

白
道
調
査
研
究
会
」
代
表
者
の
新
東
晃
一

氏
（
南
九
州
城
郭
談
話
会　

副
会
長
）
に

歴
史
的
背
景
と
作
業
で
分
か
っ
て
き
た
こ

と
を
、
ま
と
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「太閤陣跡」頂部に　ある石
　碑の拓本
※ 石碑では「大閤陣」と表記
　されている

調査にご協力いただいた方々（4月13日「太閤陣跡」頂部にて撮

影）中央の大きい方の石碑が「秀吉通過四百年記念」。小さい方

が享和二年（1802）に建立された石碑。

マライア先生

ようこそ！ さつま町へ

じ
ん
じ
ょ
う
あ
と

お
び
く
る
わ

と
び
の
す

ひ
ろ
だ
ん

ほ
こ
の
お

に
い
ろ
た
だ
も
と

は
い
え
つ

じ
ん
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健
康
増
進
課　

健
康
増
進
係

　
　
　
　
　

 

　

内
線
２
１
４
４

看
護
職

　
職
場
復
帰
支
援
研
修
会

健
康
増
進
課　

健
康
増
進
係

　
　
　
　
　

 

　

内
線
２
１
４
４

平
成
25
年
度
巡
回
医
療
相
談

建
設
課　

ま
ち
づ
く
り
係

　
　
　
　
　

 　

内
線
２
２
９
３

９
月
は
「
屋
外
広
告
物
を

知
る
月
間
」
で
す

健
康
増
進
課　

健
康
増
進
係

　
　
　
　
　

 　

内
線
２
１
４
４

健
康
診
査
日
程
【
９
・
10
月
分
】

町
民
課　

町
民
係

　
　
　
　
　
　

 

内
線
２
１
２
５

付
加
年
金
を

　
　
ご
存
知
で
す
か
？

町
民
課　

町
民
係

　
　
　
　
　
　

 

内
線
２
１
２
５

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
期
間
・
納
付
猶
予

期
間
が
あ
る
方
へ

税
務
課　

収
納
第
１
係

　
　
　

 

内
線
２
１
１
３

今
月
の
納
税
な
ど

福
祉
課　

福
祉
障
害
係

　
　
　
　
　

内
線
２
１
３
５

心
配
ご
と
相
談
所

総
務
課　

秘
書
人
事
係

　
　
　
　
　
　

 

内
線
２
２
１
２

行
政
書
士
制
度
広
報
月
間

７
月
の
火
災
・
救
急
情
報

火 災火 災 救 急救 急
◆出動件数　   104件

　運んだ人      92人

◆内 訳

　急　病 　60件 51人

　交通事故  7件　6人

　その他　 37件 35人

◆発生件数　　1件

　内訳　

　　　　建物　1件

20広報さつま21 広報さつま

　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険

者
・
任
意
加
入
被
保
険
者
が
定

額
保
険
料
に
付
加
保
険
料
を
プ

ラ
ス
し
て
納
付
す
る
と
、
老
齢

基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
上
乗

せ
さ
れ
ま
す
。

　

付
加
保
険
料
は
、
月
額
４
０

０
円
で
す
。

　

付
加
年
金
の
受
給
額
は
、
２

０
０
円
×
付
加
保
険
料
納
付
月

数
で
す
。
（
年
額
）

　

付
加
年
金
を
２
年
間
受
給
す

る
と
納
付
し
た
付
加
保
険
料
総

額
と
同
額
と
な
り
ま
す
。

　

付
加
年
金
は
、
任
意
加
入
で

す
。

※
国
民
年
金
基
金
に
加
入
中
の

方
は
、
付
加
年
金
に
加
入
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
付
加
保
険
料
は
、
納
付
期
限

を
過
ぎ
る
と
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

納
付
期
限
は
翌
月
末
日
（
休

日
・
祝
日
の
場
合
は
翌
営
業

日
）
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

川
内
年
金
事
務
所

　

☎
（
22
）
５
２
７
９

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

（
全
額
免
除
・
一
部
納
付
）
・

若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付

特
例
の
承
認
を
受
け
ら
れ
た
期

間
が
あ
る
場
合
、
保
険
料
を
全

額
納
め
た
と
き
よ
り
も
老
齢
基

礎
年
金
の
受
け
取
り
額
が
少
な

く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
期
間
の

保
険
料
は
、
将
来
受
け
取
る
老

齢
基
礎
年
金
を
増
額
す
る
た
め

に
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
さ

か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
（
追
納
す

る
）
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
免
除
等
の
承
認
を

受
け
ら
れ
た
期
間
の
翌
年
度
か

ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
に

追
納
さ
れ
る
と
、
当
時
の
保
険

料
に
一
定
の
加
算
額
が
上
乗
せ

さ
れ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

川
内
年
金
事
務
所

　

☎
（
22
）
５
２
７
９

・
固
定
資
産
税
第
３
期

・
国
民
健
康
保
険
税
第
３
期

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
３
期

・
介
護
保
険
料
第
３
期

　

【
納
期
限
９
月
30
日
】

　
■
毎
週
木
曜
日

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
（
52
）
１
１
２
３

　

「
10
月
１
日
か
ら
31
日
」
ま

で
は
、
行
政
書
士
制
度
広
報
月

間
で
す
。

■
行
政
書
士
と
は
？

　

官
公
署
（
各
省
庁
、
都
道
府

県
庁
、
市
・
区
役
所
、
町
・
村

役
場
、
警
察
署
等
）
に
提
出
す

る
書
類
の
作
成
、
同
内
容
の
相

談
や
こ
れ
ら
を
官
公
署
に
提
出

す
る
手
続
き
に
つ
い
て
代
理
す

る
こ
と
を
業
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
書
類
の
ほ
と
ん
ど
は
許
可

認
可
（
許
認
可
）
等
に
関
す
る

も
の
で
、
そ
の
数
は
１
万
種
類

を
超
え
る
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

※
他
の
法
律
に
つ
い
て
制
限
さ

れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

業
務
を
行
う
こ
と

は
出
来
ま
せ
ん
。

乳
幼
児
健
診
・
健
康
相
談

■
１
歳
７
～
８
か
月
児

　
（
Ｈ
24
．
１
生
）
健
診

　

９
月
18
日
（
水
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
１
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
７
～
８
か
月
児

　
（
Ｈ
25
．
１
生
）
育
児
相
談

　

９
月
20
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
前
９
時
30
分

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
３
歳
児

　
（
Ｈ
22
．
７
生
）
健
診

　

９
月
25
日
（
水
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
す
く
す
く
相
談

　

10
月
4
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
前
10
時
受
付

　

（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
２
歳
３
か
月
児

　
（
Ｈ
23
．
６
生
）
歯
科
健
診

　

10
月
３
日
（
木
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
４
か
月
児

　
（
Ｈ
25
．
５
生
）
健
診

　

10
月
９
日
（
水
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
母
子
健
康
手
帳
交
付
　

　

10
月
７
日
（
月
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時

　

（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

※
健
康
保
険
証
・
印
鑑
を
お
持

　

ち
く
だ
さ
い
。

■
フ
ッ
化
物
塗
布
　

　

９
月
18
日
（
水
）

　

９
月
25
日
（
水
）　
　
　
　

　

10
月
３
日
（
木
）

　

午
後
３
時
〜
午
後
4
時
受
付

　

（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
屋
地
楽
習
館
健
康
相
談

　

10
月
１
日
（
火
）

　

10
月
15
日
（
火
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時

　

（
屋
地
楽
習
館
）

■
「
え
ほ
ん
の
森
」
身
長
・
体
重
測
定

　

10
月
11
日
（
金
）　
　
　
　

　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

（
こ
ど
も
図
書
館　

え
ほ
ん
の
森
）

　
■
日
時　

　

10
月
11
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

■
場
所
　

　

阿
久
根
市
保
健
セ
ン
タ
ー　

　

阿
久
根
市
鶴
見
町
１
６
６

■
対
象
者　

　

混
合
性
結
合
組
織
病
の
患
者

及
び
家
族
、
関
係
者

■
内
容
　

　

受
付

　

午
後
１
時
〜
午
後
１
時
30
分

　

講
話

　

「
混
合
性
結
合
組
織
病
を

　
　
　
　
　

よ
く
知
ろ
う
！
」

　

講
師　

鹿
児
島
赤
十
字
病
院

　
　
　
　

秋
元
正
樹　

先
生

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

　

質
疑
応
答

　

午
後
２
時
30
分
〜
午
後
２
時
50
分

　

休
憩

　

午
後
２
時
50
分
〜
午
後
３
時

　

意
見
交
換
及
び
個
別
相
談　

　

午
後
３
時
〜
午
後
３
時
50
分

　

（
希
望
者
３
名
ま
で
）

　

助
言
者　

秋
元
正
樹　

先
生

　

ま
と
め

　

午
後
３
時
50
分
〜
午
後
４
時

■
申
込
み
期
限

　

10
月
４
日
（
金
）

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　

相
談
課　

担
当
（
笹
原
）　

　

☎
0
9
9
（
2
1
8
）
3
1
3
4

　

看
護
の
仕
事
に
再
チ
ャ
レ
ン

ジ
！
研
修
会
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

１
．
セ
ミ
ナ
ー

■
日
時
・
場
所
等

・
11
月
６
日
（
水
）

　
ク
オ
ラ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

・
11
月
７
日
（
木
）

　

川
内
市
医
師
会
立
市
民
病
院

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

　

ど
ち
ら
か
の
病
院
で
受
講

　

セ
ミ
ナ
ー
参
加
時
は
託
児
可

　

（
１
歳
以
上
）

■
内
容

　

講
義
・
演
習
等

２
．
病
院
体
験
研
修

■
期
日

　

11
月
中
旬
〜
12
月
中
旬

■
参
加
病
院

　

・
ク
オ
ラ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

　

・
薩
摩
郡
医
師
会
病
院

　

・
済
生
会
川
内
病
院

　

・
川
内
市
医
師
会
立
市
民
病
院

　

の
中
か
ら
選
択
し
て
実
習

■
研
修
費　

無
料

■
内
容
　

　

看
護
技
術
及
び
医
療
機
器
の

取
扱
い
等

※
参
加
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

１
・
２
と
も
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

川
内
市
医
師
会
立
市
民
病
院

　

看
護
部　

緒
方　

く
み
子

☎
０
９
９
６
（
22
）
１
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
９
９
６
（
20
）
５
８
４
８

　　　

屋
外
広
告
物
（
看
板
・
壁
面

広
告
等
）
は
、
良
好
な
景
観
形

成
・
風
致
の
維
持
・
公
衆
に
対

す
る
危
害
を
防
止
す
る
た
め
に
、

法
律
や
条
例
に
よ
り
規
制
さ
れ

て
い
ま
す
。
看
板
や
壁
面
広
告

な
ど
を
表
示
す
る
場
合
は
、
事

前
に
許
可
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
、
許
可
基
準
に
つ

い
て
確
認
し
許
可
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

　

広
告
物
に
表
示
す
る
広
告
主

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

ogata-k@
sendaihp.jp

【
Ｅ
-m
ail】

　町内公立幼稚園１園、小・中学校18校すべての学校（園）で

平成25年４月１日から終日、学校敷地内禁煙にしております。

　これは、子どもたちが受動喫煙をしないように、そして子ど

もたちの健康を守るために実施しているものです。この対応は、

放課後・夜間の施設開放や土・日曜日の行事も含みます。

　多くの学校で９月から体育大会・運動会が開催されますが、

この行事も同じように学校敷地内では喫煙できません。学校が

設定している敷地外の喫煙場所か、周囲の方々の迷惑にならな

い敷地外での喫煙をお願いします。

　また、文化祭や学習発表会などの学校行事及びＰＴＡ行事、

さらに、学校の校舎や校庭を使用する地域の行事等でも学校敷

地内では喫煙ができませんので、重ねて御協力くださいますよ

うお願いします。

＜教育委員会からのお願い＞

禁煙禁煙禁煙
御協力を!!

学校敷地内 に



■くらしの情報●お問い合わせ：さつま町役場　ＴＥＬ(５３)１１１１　ＦＡＸ(５２)３５１４

広
　
告

さつま町虎居町７－８　　ＴＥＬ０９９６（５３）１１８９

確実な信頼と永年の実績を誇る

お墓のリフォーム

墓石・納骨堂　解体・撤去

銘碑の彫り込み

墓石 納 骨 堂

鳥　居　通

広
　
告

＆

薩摩郡医師会病院☎0996-53-0326

働きながら資格が取れます！

看護学校奨学金制度
あります！

看護学校奨学金制度
あります！

看護師さん募集！！看護師さん募集！！

22広報さつま23 広報さつま

点線に沿って切り取ってください。（官製ハガキでも可）

お手数ですが

50 円切手を

お貼りください

さつま町役場

総務課広報文書係　行
　　　　　　（2013/9 月号）

さつま町宮之城屋地 1565－2

８ ８０３９５ １

広報紙をご覧になった感想や

今後取り上げてほしい記事、

皆さんの身の周りで起こった

出来事など、たくさんの声を

お聞かせください。

文章は添削させていただく場

合がありますので、あらかじ

めご了承ください。

コーナー

電話（　　　　）　　　－

※記入がない場合は、実名で記載させていただきます。

フリガナ

年齢　　　歳　　性別 /男・女

◎ご氏名

◎ペンネームまたはイニシャル

◎ご住所

お 便 り

　
　
　
日
、
さ
つ
ま
町
広
報
が
届
き
、

　
　
　
記
事
を
読
ん
で
い
た
ら
「
お
便

り
コ
ー
ナ
ー
」
と
い
う
欄
が
あ
り
ま
し

て
思
い
つ
く
ま
ま
綴
り
ま
し
た
。

　
宮
之
城
屋
地
で
生
ま
れ
育
ち
、
私
の

大
切
な
故
郷
で
す
。
広
報
紙
は
何
年
も

購
読
し
て
お
り
ま
す
の
で
毎
月
届
く
の

を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
届
い
た

ら
隅
か
ら
隅
ま
で
一
挙
に
読
ん
で
し
ま

う
の
で
す
。

　
私
は
高
校
を
卒
業
す
る
と
大
阪
府
内

で
就
職
し
、
現
在
家
族
の
単
位
で
居
住

し
て
い
ま
す
。
若
い
時
は
保
母
の
仕
事

も
し
て
い
ま
し
た
が
、
年
を
重
ね
る
と

老
後
の
事
が
気
に
な
り
、
勉
強
し
て
法

人
格
の
会
社
を
設
立
し
て
10
数
年
経
過
。

業
種
は
、
訪
問
介
護
、
障
害
者
自
立
支

援
、
居
宅
介
護
支
援
、
介
護
タ
ク
シ
ー

の
４
種
類
の
事
業
を
営
ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
、
さ
つ
ま
町
発
展
及
び
さ
つ
ま

町
広
報
紙
の
紙
面
充
実
を
め
ざ
し
て
頑

張
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
そ
っ
と
応

援
致
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
矢
野
辰
江
　
女
性
）

　
　
　
　
　
　
　

　
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

広
報
紙
を
毎
月
隅
か
ら
隅
ま
で
読
ん
で

い
た
だ
き
感
謝
感
謝
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
町
の
様
々
な
情
報
を
お
伝
え
で
き
る

よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
は
、
脳
梗
塞
で
倒
れ
た
後
、
福

　
　
　
祉
給
食
の
恩
恵
を
受
け
て
２
年

に
な
り
ま
す
。

　
毎
回
、
研
究
さ
れ
た
ア
イ
デ
ア
い
っ

ぱ
い
の
御
馳
走
に
大
満
足
し
て
お
り
ま

す
。
充
分
検
討
さ
れ
た
献
立
の
お
か
げ

で
７
キ
ロ
痩
せ
ま
し
た
が
、
至
っ
て
元

気
。
皆
さ
ん
の
税
金
の
一
部
を
食
べ
さ

せ
て
頂
い
て
い
る
御
蔭
と
心
か
ら
感
謝

し
、
健
康
第
一
が
恩
返
し
と
思
っ
て
頑

張
っ
て
ま
す
。

　
し
か
し
、
「
お
い
し
か
っ
た
よ
！
」

を
云
う
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。
機
会
が
あ

れ
ば
一
方
通
行
で
な
く
、
お
届
時
刻
、

量
、
味
な
ど
利
用
者
側
の
満
足
度
を
問

わ
れ
て
み
た
ら
如
何
な
も
の
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
（
独
身
男
性
中
年
老
人
）

　
　
　
　
　
　
　

　
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

給
食
サ
ー
ビ
ス
で
元
気
に
。
素
晴
ら
し

い
で
す
ね
！
頂
い
た
ご
意
見
に
つ
い
て

は
、
町
よ
り
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
に
連

絡
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

■
お
詫
び
と
訂
正

　
８
月
号
の
随
想
の
紹
介
で
、
「
５
・
６

回
さ
え
ず
り
」
と
あ
り
ま
し
た
が
「
56
回

さ
え
ず
り
」
の
誤
り
で
し
た
。

　
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

　町では、町民の皆様に親しまれ使いやすく、しか

も安全で安心な新たなさつま町コミュニティバスを

平成24年４月１日から実証運行を実施してきました。

　このたび、これまで利用者の方々から頂きました

ご意見・ご要望や利用実績などを参考に検証を重ね、

運行コースや時刻表を見直します。

　今回は、『薩摩すこやか線』『山崎・医師会病院

線』を変更いたします。

　主な改正点は、

●薩摩すこやか線…段・薬師コースの運行日

が、火・木・土曜日の運行になります。また、

午後からの便では、停車しないバス停もあり、コー

スの変更もあります。

●山崎・医師会病院線…２・４便目を従来と

は反対方向に運行し、行き帰りに利用しやすいよ

うにします。

　また、新しい時刻表は、該当地域に配布するととも

に、ご利用のコミュニティバス内に備えてあります。

　なお、詳しい内容は、役場企画課地域振興係まで

お問い合わせ下さい。

■お問い合わせ先　

　　企画課　地域振興係（内線2223）

　農業の機械化や高齢化などにより、本町において

も農業機械利用に起因した農作業中の事故が、近年

多く発生しています。

　このため、本町では北薩地域振興局と連携し、次

のとおり農作業事故防止研修会を開催します。農作

業事故の大きな原因のひとつに「なれによる気のゆ

るみ」などもあげられており、農業機械の利用や農

作業の安全対策、あるいは「いざ」という時の対応

方法に加え、実技も含めた研修内容となっています

ので、是非、多くの方の参加をお願い致します。

いざという時のために、

ぜひ、受講して

ください。

８月子牛せり市結果　期日：８月５日(月)～６日(火） （単位：頭・円・kg）（消費税抜き、売却分）

性別

めす 288 151,996,000 1,202,000 527,764 278

296

287

525,126

526,414

769,000

1,202,000

158,588,000

310,584,000

302

590

去勢

合計

頭数 総売上高 最高価格 平均価格 平均体重 前回比（対７月分）

 6,230円高値

    689円安値

　  2,588円高値

本

私

■日　時　平成25年９月19日（木）　午後２時～

■場　所　薩摩農村環境改善センター視聴覚室

■内容等

　　①さつま警察署管内における農作業事故状況に

　　　ついて（さつま警察署）

　　②農作業安全について（農業大学校）

　　③農業機械の安全利用について〈実技〉

　　　（農業大学校）

　　※実技場所：改善センター駐車場

■申込み・お問い合わせ先　

　　農政課　農政係（内線2422）

平成25年度　さつま町

農作業事故防止研修会
10月１日
ダイヤ改正

や

い

の
う
こ
う
そ
く

い
か
が



ちゃん

１歳で～す
毎月１番最初に
生まれた赤ちゃん

平成２４年９月４日生

ちゃん井上由梨奈

両親から一言

父　雄　貴 さん

母　康　那 さん

元気にすくすく

　大きくなってね！

いのうえ ゆ り な

東谷公民会

轟
の
瀬
は
川
の
火
ぞ
少
年
は

　
　
つ
ぶ
て
と
な
り
て
焔
に
遊
ぶ

　
　
　    

　      

晶
　
子

さ
か
し
ま
に
落
ち
つ
と
見
れ
ば

　
ほ
が
ら
か
に
轟
の
早
瀬
わ
が
船
す
べ
る

　
　
　       

　  

鉄
幹
（
寛
）

24広報さつま25 広報さつま

７
月
16
日
～
８
月
15
日
届
出
分
（
16
人
）
　敬
称
略

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

性
別

保
護
者

公
民
会

あ
か
ち
ゃ
ん

７
月
16
日
～
８
月
15
日
届
出
分
（
32
人
）
敬
称
略

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会
等

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会
等

※
「
誕
生
・
お
く
や
み
」
は
、
届
出
人
が

　
同
意
さ
れ
た
方
だ
け
掲
載
し
て
い
ま
す
。

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

学
校
教
育
課平

山　

哲
也

学
校
教
育
に
関
す
る
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。

No．23さつま町よかとこファイル

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

篤

志

寄

付

点線に沿って切り取ってください。（官製ハガキでも可）

お
便
り

　
　
　

待
って
ま
す

・
紫
尾
区
大
衆
浴
場　

上
之
原
純
夫

歌人も歌を残した轟の瀬

町
長
コ
ラ
ム
日
髙
政
勝

地
元
高
校
育
成

町長交際費執行状況

（町長等が、行政執行上や町の
利益のため、町を代表し外部と
の交際上必要な経費です。）

　

宮
之
城
高
校
と
宮
之
城
農
高
が
統

合
し
、
薩
摩
中
央
高
校
に
な
っ
て
８

年
が
経
過
し
ま
し
た
。
普
通
校
と
職

業
校
の
統
合
は
、
生
徒
の
多
様
な
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
、
進
路
実
現
を
図
る

特
色
あ
る
学
校
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、

そ
の
機
能
発
揮
が
期
待
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
地
元
高
校
の
振
興
発
展
を

図
る
た
め
、
町
内
関
係
機
関
・
団
体

で
「
高
等
学
校
振
興
対
策
協
議
会
」

を
組
織
し
、
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り

の
運
営
に
支
援
・
協
力
を
し
て
き
て

い
ま
す
。

　

学
校
も
「
地
域
と
一
体
化
し
、
地

域
と
共
に
発
展
す
る
学
校
」
を
目
指

し
、
空
き
店
舗
を
活
用
し
た
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
開
設
、
花
プ
ラ
ン
タ
ー

提
供
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
地
域

行
事
へ
の
積
極
的
参
加
な
ど
様
々
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
少
子
化
に
よ

る
生
徒
減
少
が
背
景
に
は
あ
り
ま
す

が
、
最
近
の
応
募
状
況
を
見
ま
す
と

危
機
感
を
抱
か
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

来
年
３
月
の
進
路
希
望
調
査
で
は
、

ど
の
学
科
も
定
員
割
れ
、
特
に
普
通

科
は
２
ク
ラ
ス
に
１
ク
ラ
ス
も
満
た

な
い
応
募
状
況
で
す
。
生
徒
募
集
に

学
校
と
連
携
し
、
各
種
の
手
立
て
と

共
に
、
県
教
委
に
も
学
級
減
に
な
ら

な
い
よ
う
昨
年
、
今
年
も
要
望
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
何
年
も
こ
の
状
況

が
続
け
ば
ク
ラ
ス
減
は
目
に
見
え
て

い
ま
す
。
地
元
の
唯
一
の
高
等
教
育

機
関
の
維
持
発
展
を
地
域
全
体
で
真

剣
に
考
え
る
時
に
来
て
い
ま
す
。

町長の動静 （平成25年７月）

(７月分)

※主な会議及び行事を抜粋

　（各課・局との内部会議は省略）

1
日

　
　

　
　

２
日

　
　

３
日

　
　

５
日

　
　

６
日

　
　

８
日

　
　

９
日

　
　

10
日

　
　

11
日

　
　

12
日

　
　

13
日

　
　

16
日

　
　

17
日

　
　

18
日

  　

19
日 

    

22
日

　
　

23
日

　
　

24
日

　
　

25
日

　
　

26
日

　
　

28
日

　
　

29
日

　
　

30
日

　
　

31
日

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
金
）

（
土
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

職
員
朝
会　

▽
愛
知
鹿
児
島
県
人
会
表
敬
訪
問
対
応　

日
本
特
殊
陶
業
株
式
会
社
常
務
来
庁　

▽
鶴
田
ダ
ム
所
長
ほ
か
洪
水
調
節
説
明
来
庁

北
薩
空
港
幹
線
道
路
整
備
促
進
期
成
会
総
会　

▽
国
道
３
２
８
号
整
備
促
進
期
成
会
総
会

全
国
市
町
村
職
員
共
済
組
合
連
合
会
総
会
・
地
元
国
会
議
員
へ
政
策
要
望
（
〜
４
日　

東
京
都
）

高
校
進
路
指
導
教
諭
と
町
内
立
地
企
業
と
の
意
見
交
換
会

県
観
光
連
盟
事
務
局
来
庁
対
応　

▽
南
日
本
新
聞
社
取
材
対
応

永
野
地
区
地
域
交
流
会

国
分
駐
屯
地
第
２
歩
行
訓
練
（
激
励
）　

▽
自
衛
隊
歩
行
訓
練
時
交
流
会

県
市
町
村
行
政
推
進
協
議
会
行
財
政
委
員
会
（
鹿
児
島
市
）

川
内
川
改
修
促
進
期
成
会
要
望
会
（
薩
摩
川
内
市
）　

▽
独
立
行
政
法
人
森
林
総
合
研
究
所
職
員
研
修
交
流
会

農
林
業
関
係
職
員
研
修
会　

▽
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
（
育
児
書
配
付
）
ス
タ
ー
ト
式

崩
壊
災
害
現
地
調
査　

薩
摩
西
郷
梅
６
次
産
業
化
認
定
報
告　

▽
入
札
（
求
名
小
屋
外
運
動
場
建
設
工
事
）

九
州
電
力
川
内
原
発
新
基
準
適
合
説
明
来
庁
（
九
州
電
力
）

県
水
源
林
造
林
協
議
会
役
員
会
（
鹿
児
島
市
）　

▽
奥
薩
摩
水
と
緑
の
里
づ
く
り
推
進
協
議
会
総
会
（
伊
佐
市
）

農
業
生
産
者
ほ
か
異
業
種
交
流
会

建
設
業
協
会
宮
之
城
支
部
青
年
部
要
望
受　

▽
福
祉
施
設
関
係
者
と
の
意
見
交
換
会

北
薩
地
域
土
木
事
業
連
絡
会
（
薩
摩
川
内
市
）

高
校
振
興
対
策
に
関
す
る
県
教
育
庁
要
望
活
動
ほ
か
県
関
係
課
協
議
（
鹿
児
島
市
）

平
川
地
区
た
め
池
整
備
完
成
祝
賀
行
事

人
権
擁
護
審
議
会
及
び
啓
発
推
進
会
議　

▽
自
衛
隊
父
兄
会
総
会

議
会
全
員
協
議
会
（
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
報
告
ほ
か
）

福
祉
施
設
関
係
者
と
の
意
見
交
換
会　

▽
県
立
北
薩
広
域
公
園
整
備
促
進
県
知
事
要
望
（
鹿
児
島
市
）

平
成
26
年
度
公
立
高
等
学
校
生
徒
募
集
定
員
策
定
等
に
係
る
地
区
説
明
会
（
薩
摩
川
内
市
）

川
内
川
河
川
事
務
所
長
来
庁
（
鶴
田
ダ
ム
再
開
発
事
業
説
明
）　

▽
町
政
座
談
会
（
時
吉
区
）

県
か
ご
し
ま
Ｐ
Ｒ
課
来
庁
意
見
交
換
会　

▽
入
札
（
水
道
工
事
５
件
）　

▽
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
要
望
受

県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
総
会
・
全
国
茶
サ
ミ
ッ
ト
開
催
打
合
せ
会
・
県
庁
地
域
医
療
整
備
課
と
の
協
議
（
鹿
児
島
市
）

町
政
座
談
会
（
永
野
区
）

第
９
回
川
原
さ
か
な
つ
か
み
取
り
大
会
〜
交
流
会

高
校
総
体
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
出
場
薩
摩
中
央
高
校
坂
井
君
激
励　

▽
入
札
（
水
道
工
事
）

竹
の
オ
ブ
ジ
ェ
展
示
協
議　

▽
町
政
座
談
会
（
久
富
木
区
）

樟
南
高
校
野
球
部
山
之
口
監
督
（
紫
尾
出
身
）
甲
子
園
出
場
激
励
（
鹿
児
島
市
）

県
水
源
林
造
林
協
議
会
総
会
（
鹿
児
島
市
）　

▽
町
政
座
談
会
（
柏
原
区
）

朝
日
新
聞
社
取
材
対
応　

▽
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
人
英
語
指
導
助
手
）
交
替
表
敬
訪
問
対
応

・７月６日　　　 1,000円

　永野地区地域交流会時

・７月８日　　　10,930円

　陸上自衛隊国分駐屯地第２

　中隊歩行訓練交流会時

・７月10日　　　35,750円

　町職員逝去に伴う慶弔金・

　供花

・７月18日　　　 2,996円

　平川下・大迫とも池完成祝賀

　会時

・７月24日　 　　4,494円

　町政座談会(時吉地区)時  

・７月25日　　　 6,388円

　県かごしまＰＲ課意見交換会時

・７月30日　　　10,000円

　樟南高校野球部（監督本町出

　身）全国高校野球選手権出場

　激励品

※個人情報の取扱い

・ご記入いただいた個人情報

は、お便りのご紹介・賞品

発送以外の目的では使用し

ません。

８
月
号
で
掲
載
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
の
で
、
今

月
号
で
掲
載
さ
せ
て
い

だ
き
ま
す
。

福
留
　
名
理
　
79
　
紫
尾
下

池
之
野
留
一
　
83
　
池
之
野

今
西
　
和
代
　
47
　
西
湯
田
原

柳
野
　
幸
夫
　
86
　
柳
野

大
園
　
正
光
　
91
　
角
郷

若
松
　
又
夫
　
95
　
西
手
東

中
野
　
光
男
　
85
　
上
向

今
屋
　
和
子
　
93
　
轟
原

福
﨑
フ
キ
ヨ
　
84
　
広
橋

髙
木
　
強
　
　
27
　
布
田

舟
倉
　
繁
　
　
89
　
上
川
口

仁
科
　
や
す
　
96
　
城
之
口

杢
田
ア
イ
子
　
82
　
広
瀬

西
之
原
あ
つ
え
81
　
時
吉
新
町

宮
脇
ナ
ツ
エ
　
89
　
弓
之
尾

紫
尾
田
キ
ヨ
　
78
　
上
中
福
良

男 女 女男男女 男

す

み

こ

む

ら

い
っ
せ
い

か

み

き

は

ら

し
ょ
う
ま

り

お

ん

し

も

は

た

だ

れ
ん

も
り

ぞ

の

は

る
ひ
と

み

ゆ

女女女女女 男女男

き
く
な
が

り

ゅ
う

き

男

と
う
じ
ょ
う

こ

と

は

い
ま

む

ら

う

み

か

な

か

の

ゆ

み

た

け

の
う

ち

え

み

お

お

ぞ

の

さ

き

よ
つ
も
と

ゆ

う

じ

ろ

う

お

き

た

ゆ

ら

ひ

ら

た

り

く

と

と
よ

ま

す

た

つ

だ

お詫び

ユ
ー  

ジ
ン
タ
オ

東
條
　
琴
羽
　
　 

裕
輔
　
　
轟
原

　
永
　
琉
樹
　
　 

瑞
樹
　
　
上
向
中

角
　
　
一
正
　
　 

洋
一
郎
　
大
薄
下

下
畠
田
　
蓮
　
　 

龍
　
　
　
五
日
町

小
村
　
凛
音
　
　 

宗
一
郎
　
豆
漬

上
木
原
将
真
　
　 

慶
広
　
　
求
名
町

森
園
　
晴
仁 

　
　
真
也
　
　
角
郷

今
村
　
美
結
　
　 

康
志
　
　
船
木
東

中
野
羽
心
花
　
　 

慎
吾
　
　
船
木
東

竹
之
内
優
美
　
　 

文
也
　
　
五
日
町

大
園
　
絵
美
　
　 

良
平
　
　
山
崎
上

立
田
と
う
な 

　
　
　
　
　
　
虎
居
馬
場

豊
増
　
陸
大
　
　 

英
樹
　
　
時
吉
中
城

平
田
　
結
來
　
　 

祐
樹
　
　
北
原

沖
田
佑
二
朗
　
　 

亮
　
　
　
城
之
口

四
元
　
咲
　
　
　 

歩
　
　
　
湯
田
中

山
口
　
敏
衞
　
95
　
金
山

久
永
　
豪
　
　
81
　
吉
川

稻
留
　
サ
チ
　
89
　
山
崎
上

髙
峰
ミ
ク
エ
　
94
　
五
日
町

田
上
　
優
作
　
76
　
草
田

内
之
倉
清
子
　
83
　
木
渋

生
　
キ
ミ
ヨ
　
92
　
京
塚
原

片
平
　
正
治
　
88
　
浅
井
野

井
手
原
チ
ミ
　
82
　
西
町

山
下
　
博
己
　
58
　
愛
宕

野
田
　
秀
子
　
91
　
船
木
下

内
　
　
兼
満
　
91
　
湯
田
上

岸
良
タ
ミ
子
　
79
　
中
央

清
水
モ
ト
子
　
87
　
金
山

山
口
　
テ
ル
　
94
　
別
野

岸
良
　
和
子
　
88
　
湯
田
中

とどろ　　 せ

「河川敷」と「轟の瀬」散歩道「河川敷」と「轟の瀬」散歩道
　

さ
つ
ま
町
の
中
央
を
雄
大
に

流
れ
る
川
内
川
。
そ
の
虎
居
地

区
側
に
広
が
る
美
し
い
河
川
敷

は
、
初
め
て
目
に
し
た
人
の
足

を
止
め
ま
す
。
私
も
そ
の
一
人

で
す
。

　

四
月
に
赴
任
し
、
朝
・
夕
の

通
勤
で
橋
を
通
る
た
び
に
必
ず

車
窓
か
ら
河
川
敷
を
眺
め
ま
す
。

散
歩
す
る
人
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
す

る
人
、
釣
り
を
楽
し
む
人
、
運

が
い
い
時
に
会
え
る
白
鳥
な
ど
。

ま
た
、
五
月
の
鯉
の
ぼ
り
軍
団

や
七
月
の
七
夕
・
花
火
大
会
の

舞
台
な
ど
、
四
季
に
よ
っ
て

様
々
な
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

住
ん
で
い
る
人
に
と
っ
て
は
当

た
り
前
の
河
川
敷
で
す
が
、
来

町
さ
れ
る
方
に
と
っ
て
は
素
晴

ら
し
い
場
所
で
す
。
さ
ら
に
、

宮
之
城
大
橋
か
ら
上
流
へ
宮
都

大
橋
か
ら
徒
歩
十
分
の
場
所
に

「
轟
の
瀬
」
が
あ
り
ま
す
。
そ

こ
に
は
、
歌
人
『
与
謝
野
晶

子
』
が
詠
ん
だ
歌
が
石
に
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。
与
謝
野
晶
子
は
、

一
九
二
九
、
川
内
川
流
域
を
夫

の
与
謝
野
鉄
幹
（
寛
）
と
共
に

訪
れ
、
夫
婦
は
川
内
川
の
魅
力

を
短
歌
に
し
て
残
し
て
い
ま
す
。

　

歩
い
て
健
康
に
な
る
、
歌
を

詠
ん
で
頭
が
良
く
な
っ
た
気
が

す
る
、
ち
ょ
っ
と
タ
イ
ム
ス
リ

ッ
プ
し
た
気
持
ち
に
さ
せ
て
く

れ
る
こ
の
散
歩
道
こ
そ
、
私
の

「
よ
か
と
こ
」
で
す
。

※お詫び　８月号で、植村池公園の整備について「平成18年」とありましたが、「平成12年度」の誤りでした。

よ



広
報
さ
つ
ま
９
月
号

№
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0
2

〔
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〕

〔
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
〕

h
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編
集
と
発
行
　
鹿
児
島
県
薩
摩
郡
 さ

つ
ま
町
役
場
 総

務
課
 

０
９
９
６
ー
５
３
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
２
１
４
）

平
成

2
５
年

９
月
５
日
発
行

　
■

一
部

あ
た

り
単

価
５

２
円

（
税

込
）

竹紙を使用しています
（竹パルプ 10％配合）

菊野　夏怜
き く の か れ ん

さん
求名小学校６年

わたしたちの町

推計人口による

休日在宅医 休日薬局

人　口　23,030人（- 57人） 

　男　　10,651人（- 23人）

　女　　12,379人（- 34人）

    世帯数　9,767世帯

 転入    36人　転出   68人

 出生　  14人　死亡   39人

 （平成25年８月１日現在）

     （　）は前月対比

通訳になって選手をサポートしたい
　私の夢はプロ野球選手の通訳になることです。野球の試合やキャ
ンプを観に行ったときに、常に外国人選手をサポートしている姿
が本当にかっこよくてあこがれます。それに、通訳の方が近くに
いるとき、その外国人選手はとてもリラックスしているように見
えます。言葉を訳すだけでなく不安をとり除き、選手の百パーセ
ントの力が出せるようにすることも大切な役割なのだと思います。
　私の経験上、海外で母国語が話せる人がいるとすごく安心しま
す。だから、私は外国人選手に言葉のかべを感じさせない、日本
でプレーして良かったと思ってもらえる通訳になりたいです。

※休日在宅医や薬局は都合により、変更になる場合があります。受診の際は、医療機関に電話で確認してください。町のホームページでも紹介しています。

９　月

10　月

９　月

10　月

８日

15日

16日

22日

23日

29日

６日

13日

薩摩郡医師会病院

立志病院

小緑内科

相良医院

林田内科

クオラリハビリテーション病院

鬼丸整形外科

薩摩郡医師会病院

５３－０３２６

５５－９１１９

５２－１６７６

５３－０１６０

５３－１１７７

５３－１７０４

５６－８８１１

５３－０３２６

８日

15日

16日

22日

23日

29日

６日

13日

青空薬局

フタヤ薬局

とどろ薬局

うさぎ薬局

ぎんざ薬局求名店

みやんじょ薬局

いむた薬局

青空薬局

５２－０１０１

５９－２０３３

５２－２５２５

５２－４１１６

３１－６５００

５２－４６５０

３１－８２２８

５２－０１０１

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎
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